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東四国国体デモスポ行事

の家庭婦人バレーボール大会が、� 

⑩⑧⑨ 
⑨⑧ 

6月27日(日)に勝浦中学校体育館で

開催され、熱戦が繰りひろげられました。� 

(世帯数) 2，007戸� (人口)男� 3，585人女�  3，879人計�  7，464人� (平成5年6月末日現在) 

(出生)男� 1女� a十2 死亡)男� 4 女2 計6 転入)男� 4 女4 計8 転出)男� 12女4 計16

広報かつうら� 8月号第278号 平 成5年8月1日発行編集と発符勝浦町総務課� TEL (08854)2-2511 (代) FAX 2-3028 
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|勝|浦|町|ク|リ|ー|ン|セ|ン|タ|ー|ah
電So ワ/8休) 火入式挙行

老
朽
化
し
た
ご
み
焼
却
施
設
を
建
替

え
る
た
め
、
昨
年
十
月
に
用
地
造
成
工

事
に
着
工
し
建
設
を
進
め
て
い
た
焼

却
施
設
の
「
火
入
式
」
を
、
立
川
区

民
、
周
辺
関
係
者
、
関
係
各
位
の
ご
臨

席
の
も
と
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
総
工
事
費
七
億
五

千
万
円
を
投
じ
て
、
公
害
防
止
等
に

万
全
を
期
し
た
最
新
鋭
の
施
設
で
、

こ
れ
を
機
会
に
、
名
称
も
「
清
掃
セ

ン
タ
ー
」
か
ら
「
勝
浦
町
ク
リ
ー

ン

セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
火
入
式
」
と
は
、
今
後
の
試

運
転
や
操
業
の
無
事
・
安
全
を
祈
願

す
る
も
の
で
、
桜
木
町
長
が
ボ
イ
ラ

ー
に
火
を
点
火
す
る
と
、
参
列
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
お
こ
り
ま
し

た
。
�
 

思
国
自
信
尽
�
 

田
口
ω窃
�
 ふ沼
田
⑫
円
ωか
提
�
 

@
E
b
u

o

.d
F
 

v燃
え

る

ゴ

ミ

V
燃

え

な

い

ゴ

ミ

家
庭
の
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
質
に
よ
り
町
の
指
定
し
た
袋
に

分
類
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

一
部
の
人
の
中

で
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
混
合
し
て
搬
出
し
て

J. 

い
る
方
が
み
う
け
ら
れ
ま
す
。特
に
あ
き
缶
�
 (鉄
ク
ズ
)
・

あ
き
瓶
・
カ
ラ
ツ
等
は
必
ず
分
類
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
ス
プ
レ
ー
缶
は
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
危
険
が
伴

い
ま
す
の
で
穴
を
あ
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

lx:久国・棚野・立川

中山・横瀬・与川

内・坂本

石原・沼江・掛谷

山西・中角・生名

今山・黒岩・星谷

燃えるゴ ミ 月 . J}c .金 火・木・土

燃えないゴミ� J}c .金 木・土

粗
大
ゴ
ミ
の
取
扱
い

次
の
こ
と
に
留
意
の
上
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

川
燃
え
る
も
の
と
燃
え
な
い
も
の

に
分
別
し
、
解
体
し
て
く
だ
さ
い
。

凶

日

曜

・
祭
日

・
休
業
日
は
さ
け

で
く
だ
さ
い
。

似
事
前
に
ゴ
ミ
焼
却
場
�
 
(阻
二
�
 
|

四
二一

八
)
へ

電
話
し
て
か
ら
直

接
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

自
転
車
・
タ
イ
ヤ

・
電
器
製
品
等

は
販
売
庄
で
引
き
取

っ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
�
 
o

果
物
・
野
菜
・
台
所
く
ず
な
ど
水
分
の
多
い
も
の
は
、

十
分
水
切
り
を
し
て
ブ
ル
ー
の
袋
に
入
れ
て
出
す
。
�
 

h
F
試
運
転
操
業
の
無
事
安
全
を
祈
願
し
て
�
 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
勝
浦
町
長
(
左
側
)

h
F
テ
�
 
l
プ
カ

ッ
ト
の
後
バ
ー
ナ
ー
の
点
火
ボ

タ
ン
を
押
す
勝
浦
町
長
(
中
央
)

V
ゴ
ミ
袋
に
名
前
を
記
入
し
、
袋
の
口
を
ひ
も
で
結
び

あ
き
缶
�
 (鉄
ク
ズ
)
あ
き
瓶

・
カ
ラ
ツ
等
に
分
類
し
、

白
い
袋
に
入
れ
て
出
す
。

「
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
」
や
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」
を
原
料

と
し
た
容
器
は
、
ピ
ン
ク
の
袋
に
入
れ
て
出
す
。
�
 

収

集

日

収
集
日
の
当
日
八
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。

自
分
た
ち
が
清
掃
し
て
い
る
フ
ェ
ン
ス
等
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
�
 

ごみ収集業務休業

について� 

8月14日出-16日(月) 

8月14日から16日まで

の3日間はお盆のため、

ごみ収集業務は休業いた

します。大変ご迷惑をお

かけいたしますが、ごみ

を出さないようご協力を

お願いいたします。

R ' 会河

フE

成
間
近
の
勝� 
j甫
町
ク� 
1) 

，〆

セ
，〆

タ� 

回

MUS04
テキストボックス
勝浦町クリーンセンター　7/8（木）　火入式挙行

MUS04
テキストボックス
家庭ゴミの正しい出し方　分別のしかた

MUS04
スタンプ



電 •
不用犬の

買い上げ日

犬の放し飼いは

き雪

やめましょう。 アルミ缶回収場所 を

記
入
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ミ
告
の
回
収
に
ご
協
力
を
ノ

ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず
名
前

平成  5年 8月 23日(月)
士也 区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本事業所

与 川 内 ク 与川内事業所

横 深見 勝浦郡農協本所

中 山 消防詰所横

棚 野 i可)1 1事支ゲートボール場ゴミフェンス+黄

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星 一小口 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中央橋北詰ゲートボール場横フェンス 

4- 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家・馬越ゴミフェンス横

8月4日(水) 

8月18日体) 

一

く
り
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ

ん
の
指
示
に
従
い
、
各
地
区

の
実
情
に
あ
っ
た
取
り
く
み

を
し
て
、
住
み
よ
い
環
境
づ

八
月
一
日
日
は
一
斉
清
掃

全 
8 田T L尿処理料金改定
月一  
1実斉 平成 5年10月 1日から

ご豆島E

同 J円

1石当り 50円増額

(月)施努τヲ


〈ワ月の一斉清掃 ワ月 4日(日)) 

企測河障のj膏婦

4畠花績の手入れ「早〈花が咲くといいネ」企町道添の草抜き

現在、有限会社毎日衛生社に対し、し

尿のくみ取りを許可しています。し尿く

み取り料金は、 16年間据置きしてきまし

た。

しかし、物価の上昇等に伴い、近隣町

村と協議・検討しました結果、 1石(1.8

リットル)当たり、 50円の値上げを承認

いたしました。料金の改定は、平成 5年 

10月 1日からの実施となります。

住民の皆様には、何かとご負担をお願

いすることとなりますが、ご協力くださ

るようお知らせいたしま す。

今後におきまして、し尿くみ取り業務

を含めた清掃業務に関しては、より一層

住民サービスの向上に努めるよう指導し

てまいりますので、重ねてご理解、ご協

力を賜わりますようお願いいたします。

固

MUS04
テキストボックス
7月の一斉清掃　7月4日（日）
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「 勝浦町議会各委員会� l 

暑 委員構成決定J

O
副
委
員
長 

滝

口

良

一

中

西

晴

美

勝
浦
川
整
備
促
進
特
別
委
員
会

。

西

浜

勝

巳 

V

O
宮

本

久

治

蔀

源

一

川

口

幸

一

井

出

幸

夫

山

本

美

芳

滝

口

良

一

中

西

晴

美

東
部
広
域
農
道
重
備
促
進
特
別
委
員
会

V

。

中

西

晴

美

若

木

肇

六
月
の
勝
浦
町

議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
議
会
の
各

委
員
会
委
員
の
構

成
が
変
更
な
り
ま

。

f
u
t
~専

門
学
校
設
置

特
別
委
員
会
が
廃

止
に
な
り
、
新
た

に
議
会
運
営
委
員

会
と
勝
浦
川
整
備

促
進
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し

た。
 

-
各
委
員
会
の
委

員
構
成
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

。
委
員
長 

総
務
常
任
委
員
会

V

。

山

田

昌

男 

勝
浦
町
職
目
黒
人
事
異
動


O
末

広

正

太

郎

折

部

健

一

郎

宮

本

政

明

山

本

美

芳 

七
月
一
日
付
で
、
次
の
と
お
り
職

員
の
人
事
異
動
等
が
あ
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任
で
す
。

産
業
課
(
農
委
)
課
長
補
佐

松

田

常

男

(
産
業
課
係
長
)

産
業
課
課
長
補
佐

厚
生
常
任
委
員
会

V

。

滝

口

良

神

原

O
山

本

貞

河

野

チ

若

木

V V
産
業
建
設
常
任
委
員
会

。

西

浜

勝

。

宮

本

久

蔀

源
川

口

幸

井

出

幸

中

西

晴

議
会
運
営
委
員
会

。

山

本

美

井

出

幸

環
境
衛
生
課
係
長

倉

坪

泰

幸

産
業
課
主
事

大

西

博

己

税
務
保
険
課
主
事
補

住
民
福
祉
課
書
記

岡

小

百

合

(

新

採

用

)

横
瀬
保
育
所
保
母

松

坂

敦

子

(

新

採

用

)

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

森
上
や
よ
い
(
新
採
用
)

上

西

智

子

(

新

採

用

)

沼
江
保
育
所
調
理
員

肇ヅ雄忍ー巳ム
ロ夫美

O

湯
浅
み
ゆ
き
(
新
採
用
)

山

本

貞

雄

茂

一

戸

川

末

広

正

太

郎

河

野

チ

ヅ

西

浜

勝

巳

運
動
公
園
建
設
特
別
委
員
会

V

。

川

口

幸

一

宮

本

政

明

(
産
業
課
係
長
)

教
育
委
員
会
次
長

今

川

和

人

勝
浦
病
院
次
長

定

作

光

子

建
設
課
係
長

豊

岡

(
教
育
委
員
会
係
長
)

O
宮

本

久

治

山

田

昌

男

滝

口

良

一

O
神

原
西

浜

巳忍夫芳

(
勝
浦
病
院
係
長
)

和

建 久

樫

本

由

紀

(

新

採

用

)

勝
浦
病
院
調
理
員

設
課
技
師

栗

坂

早

苗

(

新

採

用

)

湊

清

美

(

新

採

用

)

舞


勝勝し 

浦浦上 


アま

議

貝
-圃.


同


民 

贋

子

E

勝
浦
病
院
理
学
療
法
士

米

津

達

也

(

新

採

用

)

勝
浦
病
院
薬
剤
師

正

瑞

嘉

中


す


日券町町げ

恥
マ矢
カ
聞
木
ザ
ボ

'
U
公

主

o

新

居

T
q
ニ
三
ロ 

i
l
E

(
総
務
課
主
事
)

環
境
衛
生
課
課
長
・ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
(
兼
務
)

作

部

治

以

ム

ロ

q 

沼
会 

'E
旬

、 

v
f

(
環
境
衛
生
課
課
長
)

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長

山

口

和

紀

宣

(
環
境
衛
生
課
係
長
)

回

(
企
画
開
発
課
係
長
)

(
税
務
保
険
課
主
事
)

久
(
新
採
用
)
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MUS04
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暑中お見舞い申し上げます　勝浦町長　勝浦町議会議員一同

MUS04
テキストボックス
勝浦町職員人事異動



Good Bye Mαrk 

勝浦のみなさんさようなら

...英会館教室の生徒とハイキング

勝浦郡での 1年間はまたたく聞に過ぎてしまいまし

た。私は、この 1年を通していろいろと私を手助けし

てくれた人たちゃ数多くのイベントに招待してくれた

人たちに心から感謝しています。

私はたくさんの思い出を持ってイギリスヘ帰ります。

一一(勝浦川での)鮎のつかみ取り、ミ力ンの色が蛮

ってゆくのを男たこと、学校での若者たちとの出会い、

街角や居でいろんな人たちと出会ったこと一一。

タ卜国から来た私にとって、町の景色は美しく、人々

は温かく接してくれました。

私は国際化ということについて少しは解ったような

気がします。外国人やその文化を理解するということ

は、必ずしも英語や日本語を学ぶということにあるの

ではなく、お互いが持っている何かを分ち合うという

ことだと思います。それは多分、パスの座席であるか

もしれないし、あるいはチョコレートやタバコ、会話

とか今、一緒にいる開聞かもしれません。

私は勝浦で多くのことを体験できて幸運でした。し

かし、もちろん見えなかったものもたくさんありまし

た。笛さんの幸せを心からお祈り致します。

マーク ジョンソン

Hello lmogen 
英語指導助手

ウォーリー・イモジ‘ェン・ケートさん来町

勝浦町は、国の実施してい

る外国青年招致事業(自治・

外務・文部の三省による語学

指導や国際交流を行う事業〉

の継続によって、本年 7月19
日から平成 6年 7月18日まで

の 1年間「英語指導助手」とし

てウォーリー・イモシ.工ン・ケートさん (23才)を招き

ました。

ウォーリーーイモジェン・ケートさんは、 2学期から

勝浦郡の中学校(月.7.1<.木曜日は勝浦町、火-金曜日は

上勝町〉で勤務し、英語担当教諭と共同慢業にあたりま

す。夜間は町内の青年・成人を対象に毎週水曜日、初級-

中級に分かれた英会話教室の講師として英会話の指導

にあたってくれる予定になっています。

西岡の教員住宅で一人で生活しますが、日本語があ

まりわかりませんので、出会った時などはあいさつをか

わしてください。また日常生活において、いろいろと

不便を感じられていると思いますので、親切に教えて

あげてください。

ウォーリーーイモジェン ケートさんとコミュ二ケ

ーションを図りながら、国際感覚を身に付けましょう。

-ウォーリー・イモジェン目ケートさん


氏名 Worley Imo8en Iato
く 

誕生日 1970年 4月25日
出生地 Portsmouth Hδmpshire州(ポ芯完←州)
性別女性 国籍イギリス

趣味航海スキューパーダイビング ハイキン 

グ エアロピクス旅行

国
際
化
時
代
に
対
応
す
る
人
づ
く
り
を
目
指
し
、
社
会

総
合
大
学
の

一
環
と
し
て
「
英
会
話
教
室
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

講
師
は 

年
度
も
イ
ギ
リ
ス
か
ら
「
イ
モ
ジ
エ
ン
さ
ん
」

A
7

が
七
月
二
十
一
日
に
来
町
し
、
郡
内
各
中
学
校
で
英
会
話
指

導
助
手
と
し
て
勤
務
す
る
一
方
、
夜
間
に
英
会
話
の
指
導

に
あ
た

っ
て
く
れ
ま
す
。
受
講
生
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
に
よ
り
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間

平
成
五
年
九
月
初
旬
か
ら
約
一
年
間
(
毎
週
水
一
回
)

中
級
コ

初
級
コ 

場

所

l
ス
午
後
七
時
十
五
分
か
ら
八
時
十
五
分
ま
で

ス
午
後
八
時
三
十
分
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

l

募
集
人
員

中
級
コ

初
級
コ 
l l

ス

二

十

五

名

ス

二

十

五

名

各
コ 
l
ス
と
も
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

対

象

者

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
十
五
才
以
上
の
方
で
、

年
間
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
人

講

師(小
ウ
ォ

出
身
イ
ギ
リ
ス

申

込

・
中

・
高
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
)

リ
l

l
・
イ
モ
ジ
エ
ン
・
ケ
イ
ト
さ
ん

八
月
十
五
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま
で

回

MUS04
テキストボックス
英会話教室の受講生募集

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



E~ (1):f -

1 徳島市の餓妓。普は軟式庭涼と呼

(;rれていまじた。� 

6 徳島市、鳴門市、松茂町の餓技。

決まれば1点。� 

11この時期、タテの8は0000だね。� 

12得点のことです。� 

14オランダの都市、アムステル00 
I~ 神山町の行事は00ペースで参加

できます。� 

16大会期間中の000が気になりま

ホー� 

一東四国国体デモスポ行事-

家庭婦人ノずレーボールリハーサル大会
 
東四国国体秋季大会に勝浦町で行わ ナメントで試合を行い熱戦を繰りひろげ

れる家庭婦人バレーボールのリハーサ ました。また、競技役員及び競技補助

ル大会が� 6月27日(日)に勝浦中学校体育 員の研修としても大きな成果が得られ

館で開催されました。 た大会となりました。

県南を中心に� 9チーム(町内� 2チー なお、試合の結果は次のとおりです。

ム)の参加があり、� 3ブロック決勝トー

17池閏町東祖谷山村の競妓の一種目。� 

18普通のお米。� 

20羽ノ浦町、板野町の行事クラウン

ド.000 
21昔はスイカを冷やしました。� 

23木を英語でフ� 

24徳島市の競技。これやヲックルが見

ど4ころのひとつ。� 

25軟式野球は、徳島市、鳴門市、海

甫町と0000町。� 

28東四国国体。心に思い出、� 000
におみやげ。� 

29タテの4H羽びたとう00と心の手

をつなぎ。躍動のうずしお大会のス

4
開
会
式
で
選
手
宣
醤
す
る
勝
浦
ウ
ィ 

ル

チ
ー
ム
寒
山
光
代
主
将
、

l

{
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
県
内
家
庭

婦
人
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。 

V

ローガン。� 

30一晩中起きていること。� 

31脇町のデモスポ行事。� 

34県民一人一役。準備に00はあり
頂位11グルー プA . 1位� 那賀川グリ ンピーズ(2勝� O敗)

ません0 
2位� 八万体協� (1勝� l敗)

36 r.人形の家」の作者。� 3位� 勝浦リバーズ(0勝� 2敗)

37スポーツもうどんもこれが大事。� Bグルー プ順 位 �  1位� 小松島クラブ(2勝 O敗)
39犬の芸。 2位� 平島 クラブ (1勝 1敗)
初 鉛筆の黒いところ。� 

42川島町のデモスポ行事。� 
3位� 高鉾クラブ�  (0勝� 2敗)

43スポーツは00や名誉ではありませ Cグルー プ順 位 H立� 見能林体協� (2勝 O敗)

ん。� 2位� 勝浦ウ ィール(1勝� l敗)

45決算で余ったお金。� 3位� 相生体協� (0勝� 2敗) 
47書き足すこと。� 

48新人は鋲合Oわ� O出土層めざします。� 

49ゲートポールは、那賀川町、阿波町

と0000町で行われま札� 

51国体はトップ000の選手が競い

白 色 】1 ます。� 

53あいさつや返事はハキ00と。� 

54シンポルカラーは赤と録と何ヲ� 
那賀川グ リン ピーズ」ーー「� 2 F 一一「� 

I I優勝|� 

55 ~テの 1 が行われる川。 2 2ト那賀川
56野E事のポジションで中堅手のこと。� 小松島 クラブ

グリンピーズ
57とくしまの花。四季咲きのセントフ

ローレンス系。� 

60勝浦町と000町でヨコの70古畑
見能林体協

催されます。� 

62とくしまの花。別名ニチニチソウ。� 

64キャンプの夜の楽しみ。� 

67 r食べる」を英語では2 

70家庭婦人000000。� 

71自転車銭妓のロードレースは小松

島とここを結んてまEります。� 

73交通000みん怠で高めてさわや

か国体。� 

75穴吹町で行われる銭妓のひとつO 
00射撃。� 

76ボクシングが行われる町。(逆に書

いてネ)� 

77総の具をのせるお皿。

企
競
技
術
助
員
と
し
て
参
加
す
る
た
め
熱
心
に

研
修
を
受
け
る
勝
中
・
勝
浦
園
芸
高
校
の
生
徒 

国

MUS04
テキストボックス
東四国国体デモスポ行事

家庭婦人バレーボールリハーサル大会



E重重亙� 

1 夏季大会の徳島市で行われる賎妓。� 

2 平成5年秋、0000000の風。

公式ポスターを見ょう1 

3 	出っ '!~I 。 

4 	支点、力点、作用点。� 

0000芸術(公開競技)� 

1，3，4はプン。� 2，5はフ� 

7 離れ小島。� 

8 ファイ卜・� 00000。� 
g 読みだし専用メモリ(ヨンビュータ

用語) 

10徳島市、勝浦町の競技。� 

13伊島灯台での採火の名前。� 

15 X ←→ 

19 この機能付の電話が増えました。� 

20子供のハイジャンプごっこかな'� 

22 i，とくしまの花Jクッションマム。� 

26スケッチ。� 

27秋季大会が00から始まるかは、

みーんな知ってるよ。� 

30 i先生Jを英語で?� 

32平成5年夏、ヲテの2の00。� 

33山中て木を切る人。� 

34時刻や期聞が一定でないこむ。� . 

35タテの1には0000スカルとい.

う種目があります。� 

38一人一役。応援、� 000。� 

39夏の来客に冷たい0000を。� 

4自 イメージソング「風の� OOOOOOJ 
41 県外の選手は00不案内です。� 

42国体の0000'こは注意して� l 

4400朔びたとう「ヨコの29Jと心の

手をつなぎ。� 

45竹ケ島裏磯から始まる煩火'100 
00の火です。� 

46料理の深い味わい。� 

500道、清O、O画。� 3っとも同じ漢

字が入ります。� 

52三加茂町の競妓では、相手に直接

触れないことが大前提です。� 

53000な練習に耐えてきた選手た

ちに大きな声援をl 

54疲れると出てきます。� 

57サンキュー・� 000・マッチ。� 

580000一声運動。� 

59石井町の競技。� 

61 キャンプでは、多機能付が便利て‘1 

63学校給食の定番。� 

64000と心う名の鳥になれ。(タテ

の40の一節) 

65両目を入れたいね。

崎 県民は親切で、� 000牝儀正しい0 

68赤信号は000です。� 

69応援は熱い000で1 

72 10本足といえば?� 

74アツイアツイ00'こ結ばれる・・・公

式ポスターを見ょうl

回� 

一人一役、私たちにできることって何だろう?

クイズの解き方:まず、タテのキーとヨコのキーを解き

進みクロスワードを完成させよう。そして二重枠になっ

ているところの文字をアルファベット順にならべてみる

と8文字の文章ができあがります。その文章をはがきに

書いて送ってね。

難しく考えることはありません。このクイスに応募し

てくれることが国体に参加することであり、あなたの

〔一人一役〕なのです。さあ、クイズの答えと国体に対

する意見を書いてどしどし参加してくださいね。

-応募方法
官製ハガキに①クイズの答え②住所③氏名④性別⑤年齢⑥職業または学校名

⑦電話番号⑧国体に対するご意見を書いて下記事務局までお送りください。正解者

の中から抽選で次の賞品を差し上げます。

・賞 品
商品券(￥10，000)--5名様 商品券(￥5，000)一 一 一10名様� 

すだちくん人形 300名様

・締め切り
平成� 5年8月20日(当日消印有効)

・発 表
厳正な抽選の上、当選者には賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。

送り先・お問い合わせ

第48回国民体育大会徳島県実行委員会事務局
干770徳島市万代町1丁目徳島県国体局内TEL:0886・21-2841 

L 	 一一一一ーー『【ー
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寄
贈
・
寄
託


那
賀
川
町
立

資
料
館
見
学

平
成
五
年
度
、
読
振
協
総
会
の
後
、

仲
野

・
山
本
、
新
旧
会
長
の
引
率
の

も
と
、
会
員
二
十
四
名
で
那
賀
川
町
立

資
料
館
を
見
学
に
出
発
し
た
。
皇
太

子
さ
ま
が
お
立
寄
り
し
た
資
料
館
だ

け
に
、
足
利
家
歴
代
の
遺
産
・
古
文

書
な
ど
を
見
学
し
、
近
隣
那
賀
川
町
の

歴
史
と
文
化
を
少
し
で
は
あ
る
が
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

史
跡
め
ぐ
り
に
参
茄
し
て

山

川

ツ

ユ

奈
良
の
正
倉
院
を
想
わ
せ
る
よ
う
な

高
架
式
の
し
ゃ
れ
た
建
物
、
こ
れ
が

那
賀
川
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
な
の

で
す
。
こ
の
中
に
足
利
氏
ゆ
か
り
の

民
俗
資
料
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て


あ
り
ま
す
。


阿
波
の
国
平
島
庄
に
室
町
幕
府
を


先
祖
と
し
た
足
利
尊
氏
の
末
膏
十
四


代
将
軍
義
栄
を
は
じ
め
九
代
に
わ
た


る
阿
波
公
方
が
住
ん
で
い
た
。
当
時


H

土
地
の
人
た
ち
は
、
公
方
さ
ま
と
か


た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

御
所
さ
ま
と
か
い

っ
て
尊
敬
し
て
い


た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
阿
波
に
生
れ

阿
波
に
育
ち
な
が
ら
も
こ
の
公
方
さ
ま

の
事
を
余
り
知
ら
さ
れ
ず
、
ま
た
知

ら
な
か

っ
た
の
は
、
戦
前
の
史
実
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


町
内
外
有
志
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の

図
書

・
資
料
の
ご
寄
贈

・
ご
寄
託
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
披
露
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

(平
成
四
年
七
月
十

一
日 
1
平
成
五

年
七
月
十
四
日
ま
で 
)

図

書

寄

贈

ー
町

内
蔀

源

一
様

石

田

悦

子

様

新

居

広

子

様

山

海

公

雄

様

山
本

圭

一
様
大
久
保
十
祈
子
様

玉

置

雅

代

様

倉

橋

テ

ル

様

鈴

江

全

陪

様

瀧

花

順

子

様

丑

若

書

庖

様

尾

山

純

一

郎

様

沢
田
十
三
子

様

吉

守

孝

様

中
田 
(中
野
鉄
工 
)様

久

保

博

様

島

恵

次

様

大

上

誉

司

様

戸

川

隆

雄

様

北

野

裕

子

様

宮

本

福

子

様

手

塚

義

和

様

稼
勢

一
男

棟

岡

本

重

男

様

ー
町

外 

|

田

中

卓

様

犬

伏

果

二
様
・
西
日

新
藤
月
子
様
・
中
村

和
之
様

淳
様

下

野

千

代

様

・
田
辺

哲
男
様

井

沢

忠

蔵

様

ー
団

体 

|

電
気
通
信
科
学
社
他
十

一
団
体

ビ
デ
オ
寄
贈

野

上

義

行

様

徳
島
税
務
署
他
三
団
体

資

料

寄

贈

柱

時

計

中

田

忠

雄

様

フ

ゴ

吉

本

勉

様

扇
風
機

・
古

書

清

水

直

枝

様

焼

夷

弾

平

真

太

郎

様

H 写
真

・
橋

銘

板

平

サ

ワ

ノ

様


紙

幣

山

喜

仁

市

様


槍

・浄

瑠

璃

見

台

他

九

重

様


航

空

写

真

他

近

藤

茂

明

様


棚

野

村

誌

蔀

長

吉

様


そ
の
他
匿
名
の
方
々
の
ご
寄
贈
も

・
植
村

日
下
雅
義
様
・
福
中

長

江

敬

子

様

・
浅
野

保
科
千
代
次
様

・
田
北

近

藤

邦

明

様

・
原
田

勝弘政厚
賢一毅美一
様様様様様

ま
げ
た
教
育
に
よ

っ
て
、
先
祖
の
尊

氏
は
後
醍
醐
天
皇
に
そ
む
き
叛
臣
と

し
て
の
汚
名
を
残
し
、
足
利
の
子
孫

と
い
う
だ
け
で
世
間
よ
り
白
眼
視
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
平
成
三
年

一
月
よ
り 

の
大
河

ド
ラ
マ
「
大
平
記
」
に
よ

っ
て
足
利

氏
に
対
す
る
史
実
の
見
直
し
が
な
さ

れ
て
、
優
れ
た
尊
氏
の
人
間
像
に
あ

ら
た
め
て
世
間
の
人
々
の
共
感
を
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
歴
史
の
見
直
し
が
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
島
公
方
さ

ま
の
阿
波
に
於
け
る
二
七 

年
の
史

実
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
意
味
に
お

い
て
も
大
変
有
意
義
で
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
赤
池
の
西
光
寺
に
あ
る
義

た
ね植

・
義
冬
、
義
栄
等
そ
の
他
公
方
一


族
を
ま
つ
る
墓
所
に
は
、
立
派
な
院


殿
居
士
の
つ
い
た
大
き
な
お
墓
が
昔


を
今
に
伝
え
る
唯

一
の
名
残
り
と
そ


の
か
み
を
偲
ぶ
よ
す
が
だ
と
思
い
ま


す
。
黙
し
て
語
ら
ず
静
か
に
眠
る
こ


の
墓
所
の
中
に
大
き
な
夢
や
悲
衰
を


抱
き
つ
つ
、
い
に
し
え
の
公
方

一
族


に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
つ

つ
私
達
一
行


は
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
史
跡


巡
り
を
計
画
し
て
く
だ
さ

っ
た
増
井


館
長
さ
ん
、
前
仲
野
会
長
さ
ん
に
感
謝


の
意
を
表
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
阿
波

の
知
ら
れ
ざ
る
史
跡
の
探
訪
に
同
行
さ

せ
て
項
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
色
々
と
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

N
H
KO

国
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続々入荷/

が休館日です1 [毎週月曜日

ビ� /デ� /オ� /

|毎月末日 

--¥ 

F¥ 

植
物
・
昆
虫

標
本

を
作
ろ
う

図
書
館

2
F
視
聴
覚
室

情
報
伝
達
に
、
現
在
は
マ
イ
コ
ン

や
漫
画
が
極
め
て
大
き
な
貢
献
を
果

し
て
い
る
。
子
供
の
世
界
か
ら
大
人

の
世
界
ま
で
漫
画
の
未
知
な
る
表
現

力
は
実
に
魅
力
に
あ
ふ
れ
で
い
る
。

イ
ラ
ス
ト
、
レ
タ
リ
ン
グ
、
劇
固

な
ど
は
多
く
の
高
校
で
部
活
動
と
し

て
積
極
的
に
勉
強
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
、
あ
な
た

の
中
に
ひ
そ
か
に
眠

っ
て

い
る
す
ば

ら
し
い
表
現
力
を
こ
の
機
会
に
目
ざ

め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

-
日
時 

6
日
倒

午
後
2
時

1
4
時

-
場
所

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

・
講
師

松
下
義
和
氏
・
関
東
誉
司
氏

去
年
は
多
数
の
小
学
生
が
参
加
し

て
有
意
義
な
一
日
を
過
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
本
年
も
勝
美
会
の
人

-
日
時

幻
日
出

8
時
叩
分

1
1
時

....ワ月 3日植物・昆虫採集の仕方を熱心に受講する皆さん

た
ち
が
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
一
日
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
日
時 

8
日
同 

9
時
初
分

1
3時
却
分

-
場
所

勝
浦
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 
3
階

・
講
師

勝
美
会 
(新
居
普
氏
他
数
名 
)

・
準
備
す
る
も
の

絵
具
・
ガ
パ
ン

・
鉛
筆

・
弁
当

大
画
用
紙
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。 

-
場
所

勝
浦
町
図
書
館 

‘.

講

師

鳴
門
教
育
大
真
鍋
佳
資
先
生

七
月
三
目
標
本
の
作
り
方
を
教

わ
っ
て
、
今
は
採
集
の
た
め
に
野
山
で

奔
走
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
が
夏
休
み
中
に
採
取
し
た

植
物
や
昆
虫
の
名
前
を
鳴
門
教
育
大

学
の
真
鍋
先
生
が
、
八
月
二
十
一
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
図
書
館
で
一

人
一
人
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

真
鍋
先
生
は

8
月
幻
日
、
日
時
ま

で
し
か
い
ま
せ
ん
か
ら
叩
時
却
分
ま

で
に
標
本
と
筆
記
用
具
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

-R



八
月
の
図
書
館

行
事
と
休
館
日

ま
ん
が
教
室

午
後
2
時

1
4
時

図
書
館

2
階
視
聴
覚
室

女
絵
画
教
室 

8
日
間

午
前
9
時
初
分

福
祉
セ
ン
タ
ー

3
階

女
植
物
・
毘
虫
標
本
教
室

幻
日

ω 

8
時
卯
八
刀 

1
1
時

勝
浦
町
図
書
館 

-R



桂
冨
士
郎
講
演
会

幻
日
間

(
文
理
大
学
教
授
)

演
題
極
限
の
眼
と
文
学
の
眼

叩
時

1
1
時
初
分

-
講
師

桂

冨

士

郎

-
演
題「

新
聞
に
書
け
な
か

っ
た

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日 

・
日
時
辺
日
同

-R



女
五
月
帳
・
議
帳
展

7
月 
1
日

1
8
月
初
日

女
土
曜
こ
ど
も
映
画
会

(
文
理
大
学
教
授
)

7
日 
-

日 

-
日

H

m

極
限
の
眼
と
文
学
の
眼

内
容
は
お
楽
し
み
に

4
日

・
お
日

阿
波
文
学
散
歩
あ
れ
こ
れ
」

休
館
日

日
時

1
日
時
初
分

図
書
館 

視
聴
覚
室

2
F

・
場
所

H

u 日� 
30 ・
日� 9

文
学
と
歴
史
の
探
訪
を
よ
り
と
ら

え
徳
島
新
聞
で
ユ
ニ
ー
ク
な
評
論

を
書
か
れ
て
い
る
、
県
内
屈
指
の

日� 2

かお
知
ら
せ

こ
ど
も
映
画
会
に
新
し
い
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

文
学
実
力
者
で
す
。 
U

勝
浦
町
読
振
協
・
勝
浦
町
図
書
館
共
催

6
日
幽

1
午
後
3
時
却
分

日� 
31 ・
日� 16

日� 

23 

国
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「
差
別
」
か
ら

学
ん
だ
こ
と

答
し
、 

の
生
活
か
ら
の
脱
却
の
道

を
探

っ
て
み
る
が
解
決
策
は
見
当
た

ら
ず
、
差
別
を
受
け
る
側
の
心
の
中

を
、
差
別
し
て
い
る
側
の
人
達
に
、

A
7

も
し
も
自
分
だ

っ
た
ら
と
考
え
て
ほ

し
く
て
、
作
文
を
書
く
こ
と
に
し
た
。

毎
日
の
心
晴
れ
な
い
生
活
の
中
で
、

必
ず
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

面
が
あ
る
。
清
掃
時
に
私
だ
け
で
な

く
、
私
の
机
と
椅
子
ま
で
も
が
被
害

に
あ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
と
同

様
に
ポ
ツ
ン
と
広
い
教
室
に
取
り
残

さ
れ
、
誰
も
片
づ
け
よ
う
と
し
な
い

の
で
あ
る
。
誰
も
触
ろ
う
と
さ
え
し

な
い
の
で
あ
る
。
毎
日
の
学
校
生
活

の
中
で
、
誰
も
が
必
要
と
し
て
い
る

机
、
椅
子
。
新
学
期
前
ま
で
は
私
が

使
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た

机
の
椅
子
が
、
今
年
に
な

っ
て
こ
う

い
う
扱
い
方
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
机
、
椅
子
が
し
ゃ
べ

る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
私
達
人
間
に
何
を
語

っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

「
い
じ
め
」

や
「
差
別
」
の
無
意
味
さ
、
人
間
の

心
の
醜
さ
、
身
勝
手
さ
を
嘆
き
悲
し

J

ん
で
語

っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
つ
い
最
近
も
私
の
心
深
く

残

っ
た
出
来
事
が
あ

っ
た
。
晴
れ
な

い
心
を
部
活
動
に
精
を
出
し
て
い
る

私
に
と

っ
て 

部
活
動
終
了
後
は
少

し
で
も
早
く
家
路
に

つ
き
た
い
と
思

う
。
し
か
し
、
そ
の
日
、
下
駄
箱
に

急
い
で
走

っ
た
私
を
待
ち
受
け
て
い

た
も
の
は
、
ぬ
れ
た
下
駄
箱
の
ふ
た

で
あ

っ
た
。

「
誰
が
ぬ
ら
し
た
の
か

な
:
:
:
。
」
と
思
い

つ
つ
、
自
分
の
下

駄
箱
を
開
け
る
と
仰
天
し
た
。
水
を

た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
私
の
靴
が
そ
こ
に

ポ
ツ
ン

と
あ
る
で
は
な
い
か
。
し
ば

ら
く
声
も
出
ず
忙
然
と
立
ち
つ
く
す

ば
か
り
で
あ

っ
た
。
冷
静
に
な
ろ
う

と
し
て
も
、
私
の
心
は
腹
立
た
じ
さ

で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、
と
て
つ
も
な

い
悲
し
み
と
悔
し
さ
が
込
み
上
げ
て

き
た
。
誰
に
も
言
わ
ず
、
複
雑
な
心

境
の
中
、
数
日
後
犯
人
が
わ
か

っ
た
。

そ
の
人
は
出
来
心
で
や

っ
て
し
ま

っ

た
と
詫
び
た
が
、
出
来
心
で
済
ま
せ

ら
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ
の

暗
い
中
で
の
私
の
味
わ
っ
た
悲
し
み

が
ど
れ
だ
け
理
解
で
き
る
の
か
。
故

意
に
や

っ
た
と
し
か
思
え
な
い
。許
せ

な
い
。
こ
の
時
ば
か
り
は
私
も
平
静

を
装
え
ず
心
が
高
ぶ

っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
人
が
謝
り
に
来
る
ま
で
の
事
情

を
知
ら
さ
れ
、
私
自
身
が
相
手
の
心

の
貧
し
さ
を
知

っ
た
だ
け
で
な
く
、

私
自
身
の
心
の
狭
さ
を
も
垣
間
見
た

よ
う
な
気
が
し
た
。
ぬ
れ
た
靴
を
前

に
忙
然
と
立
ち
つ
く
し
て
い
た
私
を

そ

っ
と
見
守

っ
て
く
れ
た
人
が
い
た

こ
と
。
そ
の
人
が
私
と
同
じ
よ
う
に

怒
り
、
先
生
に
相
談
し
て
く
れ
た
こ

と
。
先
生
が
心
配
し
て
く
れ
、
学
級

全
体
の
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
く
れ

た
こ
と
。
こ
う
い
う
事
が
わ
か
る
に

つ
れ
、
私
は
「
一
人
ぼ

っ
ち
」
で
な

い
こ
と
を
確
信
で
き
た
。
自
分
だ
け

と
思

っ
て
い
た
心
の
狭
さ
に
気
づ
い

た
の
で
あ
る
。

「
人
間
」
と
い
う
言
葉
を
辞
書
で

ひ
く
と
「
同
じ
仲
間
と
し
て
の
ひ
と
」

と
あ

っ
た
。
私
は
ま
た
悩
ん
で
し
ま

っ
た
。
人
を
差
別
し
て
楽
し
ん
で
い

る
人
達
と
も
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
敵
対
視
す
る

彼
等
と
本
当
に
心
を
許
せ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
胞
の
精
神
を

も
て
る
だ
ろ
う
か
。
懐
疑
的
に
な

っ

た
私
に
、
こ
の
夏
一
つ
の
希
望
が
生

ま
れ
た
。
夏
休
み
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

研
修
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
シ

ン
ガ

ポ
ー
ル
の
'中
学
生
と
心
の
通
う

一
時

を
も
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
人
間
不
信

に
陥
り
そ
う
に
な

っ
て
い
た
私
が
、

言
葉
も
ろ
く
に
通
じ
な
い
人
々
と
片

言
の
英
語
で
仲
良
く
出
来
た
の
で
あ

る
。
お
互
い
が
友
達
に
な
れ
た
の
は
、

お
互
い
が
心
を
通
わ
せ
る
よ
う
歩
み

寄

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
級
友
と
の

関
係
も
閉
じ
努
力
を
す
れ
ば
必
ず
報

わ
れ
る
こ
と
を
確
信
で
き
、
私
は
A
7

人
生
を

一
歩
前
進
で
き
た
。 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら
) 

「
近
よ
る
な
、
汚
ね
え
な
。」

こ
の
言
葉
を
何
度
耳
に
し
た
こ
と

か

|

|
。
教
室
で
、
廊
下
で
、
私
は

思
わ
ず
他
の
ク
ラ
ス
の
友
達
の
所
へ

と
足
を
運
ぶ
。
こ
の
言
葉
に
耳
慣
れ

て
し
ま
っ
た
私
は
、
心
で
傷
つ
い
て

い
る
も
の
の
、
態
度
は
す

っ
か
り
開

き
直

っ
て
、
平
気
な
顔
を
装
う
。

「
強
い
ね
、
す
ご
い
ん
だ
ね
。」

と
、
限
ら
れ
た
数
人
の
友
達
は
言
う

が
、
心
の
中
は
い
つ
も
疑
問
が
渦
巻

き
、
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
毎
日
で
あ

る
。
何
故
汚
な
い
と
言
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

い
ろ

い
ろ
考
え
あ
ぐ
ね
た
結
論
は
、
「い

じ
め
」
い
や
、
「
差
別
」
と
い
う
も
の

で
あ

っ
た
。
同
じ
人
間
で
、
同
じ
学

校
で
勉
強
し
て
い
る
の
に
、
私
に
対

し
て
の
こ
の
言
葉
は

一
体
ど
こ
か
ら

，生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
が
、
ど

う
汚
な
い
の
だ
。
指
摘
し
て
く
れ
れ

中
学
校
二
年
生

ば
、
き
れ
い
に
出
来
る
も
の
を
。
自

己
を
ふ
り
返
り
、
自
分
自
身
で
見
つ

け
よ
う
と
試
み
た
が
、
こ
れ
が
そ
の

理
由
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
自

分
の
考
え
を
は
っ
き
り
言
う
タ
イ
プ

で
あ
る
。
正
し
い
と
思

っ
た
こ
と
は

行
動
し
、
一
度
や
り
始
め
た
こ
と
は

最
後
ま
で
や
り
過
す
。
反
面
、
自
分

の
気
に
入
ら
な
い
こ
と
は
、
す
ん
な

り
や
れ
ず
、
自
己
主
張
を
必
ず
す
る
。

納
得
す
れ
ば
行
動
に
移
せ
る
が
、
納

得
が
い
か
な
い
時
は
、
周
囲
が
ど
ん

な
に
同
調
を
求
め
て
き
て
も
行
動
に

移
せ
な
い
。
こ
ん
な
考
え
が
私
を
周

囲
か
ら
仲
間
外
れ
に
さ
せ
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
に
自
我
が
強
い
た

め
妥
協
す
る
こ
と
が
苦
手
で
あ
る
が

故
な
の
だ
ろ
う
か
。
他
と
違

っ
た
考

え
方
や
行
動
は
、
目
立
つ
存
在
と
な

り
、
攻
撃
の
標
的
と
な

っ
て
し
ま

っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
私
な
り
に
自
問
自

園

MUS04
テキストボックス
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俳

句

観
世
音
登
る
参
道
初
音
聞
く

水
澄
み
て
浅
瀬
を
の
ぼ
る
鮎
の
む
れ

棚

野

谷

新

太

郎

梅
雨
ど
き
そ
っ
と
顔
出
す
お
日
様

紫
陽
花
は
雨
に
う
た
れ
て
鮮
や
か
に

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

青
紫
蘇
や
薬
味
芳
香
食
卓
に

伝
統
の
瀬
張
り
鮎
漁
の
最
盛
期

横

瀬

錦

内

常

一

紫
陽
花
に
心
洗
わ
る
朝
の
庭

夏
霧
や
杉
の
秀
波
の
濃
く
淡
く

坂

本

美

馬

直

枝

緑
な
す
庭
片
隅
に
新
茶
干
す

滝
音
の
響
く
岩
屋
や
青
嵐
し

生

名

滝

口

松

月

夏
鴛
渓
深
け
れ
ば
深
く
鳴
く

睡
蓮
に
夜
明
け
の
し
じ
ま
移
り
ゆ
く

生

名

丸

山

香

月

修
業
遍
路
に
な
る
を
誓
ひ
て
霊
山
寺

今
の
世
や
布
団
召
さ
れ
て
十
夜
の
橋

沼

江

山

丸

千

絵

旧
端
午
待
つ
矢
車
の
回
る
音

植
え
ど
き
の
遅
速
青
田
の
色
さ
ま
ざ

ま

沼

江

斎

藤

重

子

青
田
風
田
回
り
の
肌
心
よ
く

滴
り
や
岩
肌
黒
く
濡
れ
光
る

沼

江

駒

津

光
洋

山
鳥
の
声
で
め
ざ
め
る
夏
の
朝

九
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
一
句

一

※
作
品
の
す
べ
て
は
原
稿
の
ま
ま
掲

一

載
し
て
い
ま
す
。
選

・
添
削
は
し
て

一

お
り
ま
せ
ん
。

一

短
歌
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

例
年
の
と
お
り
勝
浦
町
短
歌
大
会
を

。

開
催
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て

一

い
ま
す
。

戸
」

唱

・
日
時

平
成
五
年
九
月
十

一
日

ω
一 一

・
場
所

福
祉
セ

ン
タ
ー
研
修
室

日

・
講
師

松
並
武
夫
先
生

投

稿

締

切

り

八

月
二
十
日
樹

自
由
詠

一
首

参

加

料

五

百

円

(当
日
参
加
者
の
み
)

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

趣
味
は
し
ご
ち
ょ
っ
と
し
ん
だ
い
夏

の

朝

星

谷

上

岡

久

子

病
む
窓
に
明
る
く
年
を
重
ね
て
と

雑
草
の
強
く
美
し
き
と
思
ふ
身
に

失

名

氏

山
麓
に
活
気
み
な
ぎ
り
山
開
き

ゆ
る
や
か
に
鶴
山
お
ろ
し
青
田
風

生

名

倉

橋

テ

ル

雷
近
し
孫
急
が
せ
て
畦
の
道

巣
立
せ
る
つ
ば
め
今
宵
も
ま
た
戻
る

立

川

堀

梅

子

宛
先

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

八
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人
一
首

一

T
E
L

二
|
四
五
八
三

日。

あ
て
先

あ
て
先

締
切
り 詩

。
。。ハ。

⑨⑧⑤⑨⑧とくしま短
歌� 

八句 田 柳 歌 田

v

。

2.応募資 。格� 徳島県内に在住する者月 一 一ーヤ 柳

募

ち
十一人一明人人エス 集 3.募集ジャンル 「俳句J r短歌J r川柳J r現代詩J r随筆」

日句 句首�  「文芸評論J r小説J r戯曲 ・脚本J r児童文学」
~ 

4.応 募方法

.の
 県民文芸作品募集要項
しミ
角中 横 俳 一つ

れ
瀬 句� ιー

みJII 
 1.主催者�  も 俳 豊 川 短 中�  徳島県教育委員会

〈警察から〉 イノ暴走タツッ.

暴走族追放ダイヤル局設
 
α4侍周軍用)

。「俳句，短歌，� JlI柳」� …� 1人� 2句もしくは� 2首以内。� 

Ho r現代詩」・…...・� ・-原稿用紙� 2枚以内。� l人� 1編。

。「随 H.・..J筆� 

H.・..。「文芸評論」 ….� 

・..…原稿用紙� 3枚以内。� 1人� 1編。

・-原稿用紙20枚以内。� 1人� l編。� 

暴走族情報を o r小 説」 …………原稿用紙30枚以内。� 1人� l編。

。「戯曲・ 脚本」・� ・H H告� (0886)55-0100ヘ
*不法改造車両を発見したとき

女暴走族が集まる場所を発見したとき

女暴走族に迷惑を受けたとき

*暴走族に関する相談をしたいとき

女その他暴走族に関する情報

連絡をお願いしますd

交通事故相談日

-日 時 8月25日同
午前� 9時から午後4時まで

・場所 小松島中央会館

・相談員 藤本浩

※お気軽にご相談ください。

・-・ 編。1人1枚以内。50原稿用紙・・

く>r児童文学」 ・・・・....原稿用紙20枚以内。� 1人� 1編。H H

(1)俳句，短歌， }11柳の作品には、その種別を明記し、ハガ

キに惜書で書く 。� 

(2) 全ての作品の末尾には住所 ・氏名(雅号があれば併記)

電話番号を明記のこと 。� 

(3) いずれも未発表の作品に限る。

(選考の結果が発表される までは他誌等に当刻作品を投稿

しないこと 。類想 ・類句については入賞を取り消すこと

がある。)

5.応� 募先 徳島市万代町� 1丁目� 1番地

徳島県教育委員会文化課内、「とくしま県民文

芸」係あで。

6.応募締切�  平成� 5年9月30日(木)(当日消印有効)� まで� 

回

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
平成5年度　とくしま
県民文芸作品募集要項

MUS04
テキストボックス
暴走ダメ
暴走族追放ダイヤル開設

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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ド 新しし長業委員さん決まるゲ I
 
31十re'よろしくお願いいたし志 9

役職 地区 氏 名 電話番号 役職 地区 氏 名 電話番号

会長 生名 福本宏支  2-3263 委員 星谷 中根淳二  2-3154 

会長代理 横瀬  'ノ口}、一 敏治  2"':"-211 5 委員 生名 出葉和夫  2-3679 

委員 石原 中村喜代治  2-3355 委員 久国 市 原 宏 之  2-2665 

委員 沼 y工 米田惣ー  2-3709 委員 棚里子 'ノ口}、一 永美  2-341 3 

委員 今山 今岡重幸  2-3463 委員 中山 定作和明  2-2956 

委員 掛谷 斎藤選嘉  2-3232 委員 横瀬 清水一史  2-~773 

委員 山西 松本博志  2-381 5 委員 与川内 森川福市  2-3550 

委員 黒岩 谷脇隆雄  2-3095 委員 坂本 福良充生  2-3512 

委員 中角 久保 登 2-3279 委員 坂本 中西昭文  2-4077 

農業委員会は

こんな仕事を

しています 

@ 農家に関係する法律や税金，金融，
相続.経営などについての相談役

業
申

血
胴
答

あ
強

力
建

活
の@


羽
毛
や

村

家

宅

-ZR
め
表

傘
�
 

〈申請書を提出される方〉

農業委員会では、適正な所有権の移転や転用の制限等、

審議決定を敏速・確実に行うため、地元農業委員に現地の

状況、その他のことを事前に調査していただき総会の席上

で説明願うようにしてありますので、農業委員会に提出さ

れる申請内容は地元農業委員にご、説明願います。

。 地域農業と制の守岬

農業委員会

総会は毎月 1回 

-25日前後に開会一

農業委員会に提出する書類は、毎

月15日に締め切ります。

農地の移動 ・転用・その他の届出

は、期限内にご提出ください。

W
Y
 

回

MUS04
テキストボックス
新しい農業委員さん決まる
3年間よろしくお願いいたします

MUS04
テキストボックス
農業委員会はこんな仕事をしています



]艶勧{ ご利用ください


て
ん
ぷ
ら
や
鍋
も
の
の
薬
味
と

し
て
、
欠
か
せ
な
い
の
が
紅
葉
お

ろ
し
で
す
。
大
根
の
風
昧
と
唐
辛

子
の
辛
味
の
調
和
が
と
れ
、
見
た

目
に
も
き
れ
い
で
す
。
地
方
に
よ

っ
て
は
、
紅
お
ろ
し
、
赤
お
ろ
し

な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

唐
辛
子
が
満
遍
な
く
混
じ
り
合
っ
た

紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
の
は
、
簡
単
な
よ
一
方
一

う
で
意
外
と
む
ず
か
し
い
も
の
。
「
大
根
一
均
一

を
お
ろ
し
て
、
そ
れ
に
市
販
の
一
味
唐
一
な
一

辛
子
を
混
ぜ
れ
ば
簡
単
に
作
れ
る
」
と
一
子
一

い
う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
で
一
の
一一

は
紅
葉
お
ろ
し
独
特
の
辛
味
や
風
味
が
一

し
一

で

ま

せ

ん

。

一

汚
一

そ
こ
で
、
上
手
に
お
ろ
す
方
法
を
一

一一葉一お
一

つ
。
大
根
に
ハ
シ
の
先
を
使
っ
て
穴
を

一紅
一

開
け
、
そ
こ
に
種
を
取
っ
た
赤
唐
辛
子

(
タ
カ
ノ
ツ
メ
)
を
差
し
込
み
、

一
緒

に
オ
ロ
シ
ガ
、
不
で
擦
り
お
ろ
す
の
で
す
。
こ
う

す
る
と
、
唐
辛
子
が
満
遍
な
く
混
じ
り
合
っ
た

紅
葉
お
ろ
し
が
で
き
ま
す
。

紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
の
に
む
ず
か
し
い
点
は
、

擦
っ
て
い
る
途
中
で
差
し
込
ん
だ
唐
辛
子
が
抜

け
落
ち
た
り
、
ち
、
ぎ
れ
た
り
し
て
失
敗
す
る
こ

農村婦人の家に

大型全自動洗濯機

農村婦人の家開設以来、

ご利用いただいてきました

大型洗濯機にかわり 、全自

動洗濯機が設置されました。

従来の洗濯槽から脱水槽

に移す大変な作業がなくな

り、スイ ッチを押すだけで

洗濯から脱水までできるよ

うになりました。

料金は今までどおり� 

1回� 510円です。

(町外の方は720円)

せいぜいご利用ください。� 

女性無料技術講習会開催要領(ワープロ)
 

と
。
上
手
に
お
ろ
す
コ
ツ
は
、
大
根
を
傾
け
な

い
で
真
っ
す
ぐ
に
立
て
、
ゆ
っ
く
り
お
ろ
す
こ

と
で
す
。
乾
い
て
い
る
唐
辛
子
を
使
う
と
、
途

中
で
ち
、
ぎ
れ
や
す
い
も
の
で
す
。
ぬ
る
ま
湯
に

五
分
ほ
ど
浸
し
て
か
ら
、
大
根
の
穴
に
差
し
込

ん
で
お
ろ
す
と
、
比
較
的
上
手
に
で
き
ま
す
。

J
A

も
う
一
つ
の
方
法
は
、
包
丁
で
切
れ
目
を
入

、』

れ
た
大
根
や
、
輪
切
り
に
し
、
さ
ら
に

縦
に
二
つ
切
り
し
た
大
恨
の
聞
に
、
唐

辛
子
を
入
れ
る
方
法
で
す
。
そ
こ
に
、

水
で
戻
し
て
種
を
取
り
出
し
た
唐
辛
子

を
、
大
根
に
は
さ
み
ま
す
。

二
つ
に
切

っ
た

大

宮

、

輪

ゴ

ム

で

縛
り
固
定
し
て
お
ろ
し
ま
す
。

こ
の
場

合
、
大
根
を
手
で
強
く
握
っ
て
お
ろ
し

No 月日 午前(9 :30~12 : 00) 午後(1 : OO~ 3 : 30) 

1 9 / l(水) 開講式機能説明と操作方法 キーボード入力練習� 

2 2 (木) 入力練習漢字変換音訓変換記号入力半角入力� 

3 3(鉛 入力練習 塾;式設定 

4 6(月)入力練習・ブラインドタッチj右ヅメ ・センタリング� 

5 7 ω イシ ;均等割付倍角~ 4 倍角 

6 8 (水) 。 :インデント ・アンダーライン� 

7 9 (木) イシ :タフe 

8 lαil 。� i初期化・登録・呼出 総合練習� 

9 13(月) 。� j罫線・表作成� 

10 14(:k) 。� :ルピ ・行ピッチの変更� 

11 16(木) 。 :デシマルタブ ・ブロ ック編集� 

12 17(到 ク� j縦書き文書総合練習� 

13 20(月) イシ :移動・複写・句点入カ ・全換/半換 

14 21(:k) ク :検定説明� 

15 22(水)� 3級検定問題演習(スピード入力 ・文書作成・技巧・学科)� 

16 24(鎚 イシ� 

17 27(月) ク� 

18 28(火) イシ� 

19 29(水) 。� 

20 30(木) 。� 

21 10/ 1幽 。 開講式(反省会)

ワープロ(3級)

平成 5 年 9 月 1 日 ~10月 1 日までの

聞に21日間。

平成 5 年 8 月 23 日 ~8 月 25 日

午前 9時30分~午後� 3時30分

(1日 5時間)

ワープロの基本操作及び機能の習得

(日商検定 3級程度)

徳島市中昭和町� 1丁目� 2番地

徳島県立総合福祉センター� 1F 

徳島県女性職業セ ンタ ー� 

20名……定員オーパーの場合は選考

の上抽選。

就業を希望する女性。

無料……テキスト代・教材費等実費 一

徳島市中昭和町� 1丁目� 2番地

徳島県立総合福祉センター� 1F 

徳島県女性職業センター� 

TEL (0886) 54-0121 

詳細は、徳島県女性職業セ ンターに

お問い合わせ下さい。

1.講習科目� 

2.講習日�  

3.申込期間� 

4.講習時間� 

5.講習内容

6.開催場所� 

7.定 貝� 

8.受講資格� 

9.受講料�  

10.申込先�  

11.その他� 

回

γ
疋

『
レ

差に根大春
』

手
』

て
く
だ
さ
い
。
こ
う
す
れ
ば
、
唐
辛
子

E
E
Z
I

昆
F

が
大
根
か
ら
抜
け
落
ち
る
の
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
き
れ
い
な
紅
茶
お
ろ

し
を
作
る
た
め
の
、
ち
ょ

っ
と
し
た
コ

ツ
で
す
。

MUS04
テキストボックス
暮らしのワンポイント
ご利用ください

MUS04
テキストボックス
唐辛子を大根に差し込む



8月の健康行事 不明な点は環境衛生課、保健婦へ。

日� 1翠 内� t旬、~ 女す 象 者� 受付時間 場 所 持参す るもの他� 

5 木 総合健康診査 一 自主 の 方� 8: 30~10:30 
生名コミュニ
ティセンター� 

健康 手帳

6 金� 1歳� 6か月児健康診査� 
H 3 . 12. 1 ~H 4 . 2 . 28 
までに生まれた子� 

13:30~ 14:00 勝浦病院 母子 手帳

7 土 婦 人 検 三""人Y 満� 30歳以上の方�  12:30~ 14:00 農村婦人の家
料金�  
子宮-400円
乳腺・甲状腺ー� 250円� 

11 水 基本健康診査 一 自主 の 方� 13:30~ 15:00 勝浦会館 健康 手帳�  

12 木 健 康 中目 -白沢.}ヒ 一 市安 の 方� 

9:30~ 11:00 
生名コミュニ
ティセンター

イシ� 

13:30~ 15:00 棚野集会所 。� 

19 木 健 康 キ目 2炎 自主 の 方� 

9:30~ 11:00 掛谷集会所 イシ� 

13:30~ 15:00 
交流館�  

今山ふれあい 。

24 火 基本健康診査 自生 の 方� 9:00~ 11 :00 山西 集会所 。� 

9:30~11 :00 坂本集会所 イシ� 

26 木 健 康 中目 言炎 一 自生 の 方� 

13:30~ 15:00 横瀬集会所 イシ� 

27 金 乳児健康診査�  
H 5 . 2 . 1~ 6 . 30まで

に生まれた子
13:30~14: 30 勝浦病院 母子手帳

※総合健康診査で胃、基本健診を受診される方は、

当日何も食べないでおこしください。 夜間救急当番表�  

あなたのハートを


@$)汐f}~グ


健康ハートの日� 

8月10日

健康ハート週間� 

8月10日-"16日

8月� 2日 勝浦病院�  2-2555 

8月� 4日 赤岩 医院�  2-2006 

8月� 6日 勝浦病院�  2-2555 

8月③日 上勝診療所�  6-0302 

8月10日 勝 浦病 院� 2-2555 

8月12日 山 西医院�  2-3027 

8月14日 勝浦 病 院 �  2-2555 

8月16日 湯浅 医 院 �  2-2003 

8月18日 勝浦病院�  2-2555 

8月20日 赤岩 医院�  2-2006 

8月⑫日� 1券 浦病院�  2-2555 

8月24日 上勝診療所�  6-0302 

8月26日 勝浦病院�  2-2555 

8月28日 山 西医院�  2-3027 

8月30日 勝浦病院�  2-2555 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで

回

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
あなたのハートをウォッチング



①傷口が汚れていれば ②傷口を清潔なガーゼでおおい包帯する 
よく洗う

ζJZ-

'~jb 

水道の7Jくで洗った後、ヒピテン 清潔なガーゼで傷口をおおい、 傷口が化膿したり、痛みが治ま

液、オキシド ルがあればそ、れ その上から紳劃膏か包帯を巻く。 らなかったら早めにお医者さん

らで消毒する。 の治療を受ける。

日射病や

熱射病にご注意を

翼
璽
の
炎
天
下
な
ど
に
長
時
間
い
る
と
き

に
か
か
る
の
が
日
射
病
で
す
。

熱
射
病
は、

憂
の
閉
め
き
っ
た
室
内
や
停
車
中
の
自
動
車

内
な
ど
、
気
温
が
異
常
に
高
く
な
る
と
こ
ろ

で
お
こ
り
ま
す
。

日
割
病
、
熱
射
病
と
も
に
、
体
の
熱
が
外

へ
発
献
で
き
な
い
状
態
巳
な
っ
て
体
温
が
上

が
り
す
ぎ
る
た
め
に
お
こ
る
の
で
す
。
体
温

は
四 
O
度
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
頭
痛
、

め
ま
い
、
吐
き
気
な
ど
を
伴
い
ま
す
。
重
い

ぱ
あ
い
は
脱
水
症
状
、
意
識
障
害
、
け
い
れ

ん
な
ど
か
ら
シ
ョ
ッ
ク
症
状
に
陥
る
こ
と
も

あ
り
、
命
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。
と
く
に

乳
幼
児
の
ば
あ
い
、
体
温
調
節
機
能
や
発
汗

機
能
が
十
分
で
な
い
た
め
、
短
時
間
で
危
な

い
状
態
に
陥
り
ま
す
。
親
の
不
注
意
か
ら
日

射
病
や
熱
射
病
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
日
中
の
外
出
は
、
紫
外
線
の
強
い
午

前
十
時 
j
午
後
二
時
の
聞
は
控
え
る
、
②

外
出
時
に
は
帽
子
を
か
ぶ
ら
せ
る
、
③
水

ハ
刀
は
た
っ
ぷ
り
補
給
す
る
、
④
短
閏
間
で

あ
っ
て
も
、
自
動
車
の
中
に
子
ど
も
だ
け

を
置
き
去
り
に
し
な
い
、
⑤
室
内
の
通
風
を

よ
く
し
て
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、

な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
大
人
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
な

の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

/ 

日射病や熱射病のばあい

①涼しい場所ヘ移す

匂b片

①風通しがよくて涼

しい所に移す。

②衣服をゆるめて頭

を高くして静かに

寝かせる。

③扇風機ゃうちわな

どで風を送ったり、

体を冷たいタオル
"・

でふいたりする。

②意識があれば水分をあたえる 

7Jくやスポーツドリンクを飲ませ、早めに

お医者さんの治療を受けさせる。

(傷をした時のワンポイントアドバイス〕

回

MUS04
テキストボックス
暑い夏　日射病や熱射病にご注意を

保健婦だより



一
日
の
疲
れ
は
そ
の
日
に

取
ろ
う

入
浴
方
法
は
そ
の
日
の
気
分
で

疲
労
回
復
と
い
う
と
、
誰
で
も
頭
に

浮
か
ぶ
の
が
入
浴
と
睡
眠
。
入
浴
は
血

液
の
循
環
を
促
進
し
、
自
律
神
経
を
刺

激
し
て
、
疲
労
を
取
り
除
き
ま
す
。
最

近
は
さ
ま
ざ
ま
な
入
浴
剤
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
日
の
気
分
で
入
浴
剤
を
変

え
て
み
る
の
も
気
分
転
換
に
。

な
お
、
お
酒
を
飲
ん
だ
直
後
の
入
浴

は
要
注
意
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
せ
い
で
一

時
的
に
下
っ
た
血
圧
を
急
激
に
押
し
上

げ
る
た
め
、
脳
卒
中
や
心
臓
発
作
を
起

こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

目
的
に
合
わ
な
乞
選
ぶ

-
積
極
的
入
浴
法
‘

言 らすを時精 心
に 。。 聞神 を
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u時
を
過
ぎ
る
と
、
馬
車
が
カ
ボ
チ
ャ
に

軽
め
の
も
の
を
使
う
。
枕
は
自
分
巳
合
つ

疋
も
の
を
選
ぶ
。
な
お
、
ふ
と
ん
は
ひ
ん

さ窓

ぎは
る厚
こ手� 

TJ: 
~ r¥ d 一光�  

⑨
床
に
入
っ
た
ら
、
何
も
考
え
な
い
よ
う
に

す
る
。
単
調
な
音
楽
を
流
し
て
、
そ
ち
ら

に
意
識
を
む
け
る
の
も
羽
果
的

¥
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と
宣
言
す
る
の
も
育

効
力
も⑨

ど
う
し
て
も
眠
れ
な
い
と
き
は
あ
き
ら
め

て
、
朝
ま
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
覚
悟
す

る
。
眠
れ
な
い
こ
と
の
不
満
は
、
覚
悟
の

徹
硬
よ
り
も
翌
日
に
ひ
び
く
も
の
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代

の
方
滋

シ
ー
ツ
、
寝
ま
き
は
こ
ま
め
に
洗
濯
す
る
。

な
い
と
き
は
寝
る
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
ゲ

肌
ざ
わ
り
ガ
ょ
い
と
、
勲
眠
ガ
得
ら
れ
や

な
ど
の
軽
い
運
動
を
す
る
�
 

す
い
�
 

、川
忠
�
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、
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②

弘、
�
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-
体
が
疲
れ
た
と
き
の
入
浴
法

こ
乙
吉
よ
い
瞳
眠
を
得


肉
体
的
疲
労
の
回
復
に
は
、
比
較
的
一
高
温
で
長

湯
、

時
間
の
入
浴
�
 (や
や
熱
め
の
、

制
℃
に

m
k
j

疲
労
は
最
良
の
安
眠
剤
。
体
ガ
疲
れ
て
い

旧
分
ぐ
ら
い
�
 
)
が
効
果
的
。
疲
労
物
質
で
あ
る

乳
酸
の
分
解
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
熱
め
の

湯
や
サ
ウ
ナ
に
、
出
た
り
入
っ
た
り
の
入
浴
も

有
効
で
す
。

-
朝
、
頭
を
ス
ッ
キ
り
さ
せ
る
入
浴
法

寝
起
き
な
ど
、
活
動
前
の
準
備
に
は
、
一
高
温
で

短
時
間
の
入
浴
を
オ
ス
ス
メ
。
ね
1
判
℃
の
熱

め
の
湯
に
入
り
、
体
を
よ
く
洗
う
な
ど
、
皮
フ

を
刺
激
す
る
こ
と
で
興
奮
状
態
を
つ
く
れ
ま

す
。
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
る
人
は
、
高
温
の
シ
ャ
ワ

ー
を
浴
び
る
と
頭
が
ス
ツ
キ
リ
し
ま
す
。

睡
眠
の
基
本
は

N

シ
ン
デ
レ
ラ
睡
眠
�
 

食
事
は
遅
く
と
も
就
床
の
二
時
間
前
に
。

空
腹
の
場
合
は
温
め
だ
牛
乳
を
飲
む
と
眠

り
に
入
り
や
す
い

②
寝
酒
は
少
量
に
と
ど
め
る
。
飲
み
す
ぎ
る
と

か
え
っ
て
目
ガ
さ
え
る
こ
と
も
。
少
し
飲

ん
で
も
効
果
が
な
い
場
合
は
別
の
万
法
を

考
え
る③

カ
フ
ェ
イ
ン
は
睡
眠
の
敵
。
就
眠
前
は
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
、
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む
も
の

を
猷
ぎ
な
い

④
寝
具
を
う
ま
く
選
択
す
る
。
敷
き
ぶ
と
ん

H
 

シ
ン
デ
レ
ラ
睡
眠
�
 と
は
、
夜
中
の

H

H

ロ
時
ま
で
に
床
に
つ
く
睡
眠
の
こ
と
�
 
o

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
眠
り
の
深
さ
も

大
き
く
変

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
脳
の
睡
眠
と
体
の
睡
眠
の

リ
ズ
ム
が
異
な
る
た
め
で
、
両
者
を
充

分
に
と
る
た
め
に
は
ロ
時
ま
で
に
床
に

つ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

は
多
少
ガ
定
め
の
も
の
、
か
け
ぶ
と
ん
は

毎
日
�
 午
前
様
�
 

H

で
は
疲
れ
は
た
ま

ぱ
ん
に
干
す
こ
と

⑥
 

u

る
ば
か
り
。
翌
朝
に
疲
れ
を
残
さ
な
い

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
�
 
H

シ
ン
デ
レ
ラ
睡
眠

の
実
行
を
�
 
F
-
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国保と医療費

MUS04
テキストボックス
1日の疲れはその日に取ろう
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テキストボックス
目的に合わせて選ぶ　積極的入浴法



ら
れ
ま
し
た
。

女

優

勝C A

l l
ゾゾ 

A

l

l

』
， 

ゾ 

ン
優
勝
の
坂
本
ジ
ュ
ニ
ア
チ 

ム 

¢重8
第
ロ
回

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会
開
催

七
月
十
一
日
側
、
第
十
二
回
少
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会
が
、
勝
浦

中
学
校
な
ど
四
体
育
館
を
会
場
と
し

て
、
県
下
七
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

各
試
合
・
と
も
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

l

勝
浦
町
内
か
ら
出
場
し
た
チ 

ム

の
結
果
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

Jvcω

ン 

坂
本
ジ
ュ
ニ
ア

ン

横
瀬 

準
優
勝ゾ

G

l
ン

生
比
奈
ク
ラ
ブ
倒

生
比
奈
ク
ラ
ブ

ω

横
瀬
J
V
C
倒 

女
第
三
位ゾ

E

l
ンン

G
ゾ 
l

女
最
優
秀
選
手

上
崎
裕
子
(
坂
本
ジ
ュ
ニ
ア
)

工
藤
美
穂
(
横
瀬

J
v
c
ω)

女
優
秀
選
手

滝
本
瞳
(
坂
本
ジ
ュ
ニ
ア
)

河
野
知
枝
(
横
瀬

J
v
c
ω
)

J
V
C

勝
谷
加
奈
子
(
生
比
奈
ク
ラ
ブ

ω)

岡

な

ぎ

さ

(生
比
奈
ク
ラ
ブ
倒
)

倒
)

松
平
早
由
里
(
横
瀬

hF
 
C

l

J
V
C

l

ゾ 

ン
優
勝
の
椀
瀬 

凶
チ 

ム

福
祉
年
金

支

払

日
 

8
月
刊
日
同


平
成
五
年
度
八
月
期
支
払
い
の
福

祉
年
金
を
次
の
と
お
り
お
支
払
い
し

ま
す
の
で
、
印
鑑
と
保
管
証
を
ご
持

参
の
う
え
、
次
の
郵
便
局
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
も
十
二
月
期
か
ら
の

金
額
を
打
ち
込
み
ま
す
の
で
、
証
書

を
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。

只
》
同
月心

配
ご
と
相
談

-
日
時

8
月
6
日
樹 

8
月
日
日
樹

8
月
初
日
樹

8
月
幻
日
倒

・
時
間

午
前
日
時
1
午
後
3
時

・
内
容

人
権
・行
政
・
厚
生
・
福
祉

・
場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー 
2
階

-
平
日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
}

{
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
}

7
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

-

と』と~ろ- きこ~ ----- 8 月 11 日附

生比奈郵 便局
※各指定郵便局でお受

勝浦郵便局
け取り下さい。

坂本郵便局

※時間は午前 9時から 
星谷簡易郵便局

午後 4時までです。
|生名簡易郵便局

-R



びっくり飾低めむ宍倉
 
と き 8月29日(日) 午後 6時集合

集合場所 横瀬集会所

参加資格 小学生保育(幼稚)園児

(注)夜間行事につき、保護者同伴でお願いします。

参加料  1人 100円(おやつ ・ジュース付)

主催 勝浦町青年会

協賛 勝浦町教育委員会(少年少女サークル活動事業)

※雨天中止(小雨決行)

※交通事故のないよう注意しでください。

回

MUS04
テキストボックス
福祉年金支払日　8月11日（水）

MUS04
テキストボックス
びっくり肝だめし大会



v-
/

徳

島

市

武
v-

ヘ
大
字
坂
本
字
坂
本
福

大
字
生
名

字
北町の機関は

ヰ曜日が

休みになっています

勝浦町では、国の土曜日開

庁の趣旨を踏まえて、本年4

月からすべての土曜日を閉庁

していますので、ご理解をお願

いします。(勝浦病院も含みま 実

す)

ただし、出生、死亡、婚姻

などの戸籍の届出の受付及び

次の機関は、今までどおり業

務を行います。

小・中学校、幼稚園(昨年� 

9月から第� 2土曜日が休み)、

保育所、農村環境改善センタ

一、農村婦人の家、住民福祉

センタ一、図書館等。

あなたも練習して 8月ワ日(土)� 8月4日同
8 月� 3 日(刈

みませんか?
8 月� 17日(火)

8月21日(却� 8月11日同� 

8月28日(土) 8月18日同� 
-時間 午後� 7時30分から

8月25日附
・場所 勝浦中学校グラウンド

・備考 練習日が雨天の場合は
-時間 午後� 8時から� 

次の火曜日に)廠正します。

※毎月第� 1，第3火曜日に行います。� ビームライフル -場所 生比奈小学校体育館

福祉センター� 3階において練

習コーナーを設けています。 教

育委員会までご、連絡いただけれ

ば練習できます。

家庭婦人バレーポールグラウンドゴルフ

φ
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
中
傍
示
米
田
ヨ
シ
コ
(
お
歳
)

大
字
星
空
子
宮
原
海
川

キ
ヨ
(
叩
歳
)

大
字
三
渓
字
下
川
原
岡
本
信
義
(
卯
歳
)

大
字
三
窪
子
西
谷
樫
本
ヒ
テ
(
幻
歳
)

大
字
坂
本
字
坂
本
福
田
伊
藤
助
(
引
歳
)

大
字
沼
江
字
山
路
山
村
ヨ
シ
子
(
剖
歳
)

大
字
沼
江
字
山
国
溝
内
良
一
(
臼
歳
)

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

湯立海
匿浅岩 川

6
月
同
日

1
7
月
日
日

幸
一
さ
ん
(
星
谷
)

輝
美
さ
ん
(
中
山 
)

実
さ
ん
(
石
原
)

名

(

横

瀬

)

一
一
勝
浦
会
館
八
月
行
事
J 

東四国国体デモスポ行事
ビームライフyし 家庭婦人バレーボール

グラウンドゴルフ 講習会 審判講習会及び選手強化日程
練習日程� 

6
月
日
日

1
7
月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

田田

弘 健

お
誕
生
お
め
で
と
う

子司
(敬称略) 

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

生
花
教
室

習
字
教
室

着
付
教
室

陶
芸
教
室

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

着
付
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

26 25 24 20 20 19 19 18 12 10 6 5 5 5 4 
日日 日 日日 日 日日日日日日日日日
(木)倒伏)幽幽(木)(木)休)休)伏)也休)(木)(木)(別

大
字
中
角

武

田

太 

/
長
女

字
東
山

美
智
子
¥

大
字
沼
江

森
野

順
二
/
二
男

字
並
松

寿
美
恵
¥

将

大
字
沼
江
湯
浅
忠
義
/
二
女

字

花

紫

聾

喜

子

、

」

真
梨
子太

各
講
座
と
も
午
後
8
時
か
ら
開
講

奈

岩
本
多
加
志
/
二
女恵

宏
恵
¥

美

以
上
の
方
か
ら
、
善
意
銀
行
に

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
、
陶
芸
教
室

は
午
後

7
時
初
分
、
習
字
教
室
は

午
後

7
時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な

い
よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

8
月
日
日

戦
没
の
人
た
ち
に
黙
と
う
を

8
月
日
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
る
日
で
す
。
職
場
や
家

庭
で
も
正
午
か
ら

1
分
間
の
黙
と

う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。
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